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①気づかせる工夫 

・大型電光板を高い位置(Ｈ＝4ｍ)に 

   設置し、遠くから早めに視認できる 

   ように工夫 

交互表示 

・電光標識車を工事箇所手前に 

   設置し、事前に認識させる工夫 

『視認性の向上』ｰ1 
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『矢印』警告表示（速度センサー） 『徐行』警告表示（速度センサー） 

速度センサー 

②気づかせる工夫 

・速度センサーにより 

   スピードの出し過ぎを 

   気づかせる工夫 

『視認性の向上』ｰ２ 



・夜間でも周囲が明るい地点は、周囲 

の照明が同化してしまう可能性ある 

・設置にあったって背後からの照明を 

抑え、前方から照明を当てるなどの工 

夫が必要。 

●認識しづらい例 

    （夜間：都市部） 

○認識しづらい例（夜間：郊外部） 
・郊外部では一般に走行速度が高い 

ため、そういった状況下でも認識し 

やすいよう、文字を大きくすると
か、 

より前方からの標示板等の設置が必 

要である。 

・停止位置がわかりやすいように表 

示する必要がある。 
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横断幕による周知 大型掲示板による周知 

バルーン照明による危険周知 
徐行表示のチョッキの着用による
危険周知 

③気づかせる工夫   『周知方法の工夫』 
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④守る工夫      『人的災害抑制策』 「進入防止策」 

・ガードマンロボットにより 

 人的災害を防止する工夫 

・デルタクッション等により車両衝突 

 時の衝撃を和らげ、誘導員とドライ 

 バーの安全を守る工夫 

現道工事においてはもらい事故防止のため、路上工事用標示板や交通誘 

導員等の視認性の向上とともに車両の進入防止策等を実施する。 



(４)ニュースレター「あんぜん」の活用 ！ 
http://www.kkr.mlit.go.jp/plan/jigyousya/jikoboushi/newsletter_anzen/index.html 
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